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《交通機関》
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■東松戸駅（北総線・JR武蔵野線）車で5分
○京成バス千葉ウエスト
・如来堂経由松戸駅東口行き（東松戸駅4番のりば　系統 53 ）「庚申塔前」バス停下車徒歩5分
・工業団地経由松戸駅東口行き（東松戸駅4番のりば　系統 51 ）「富士見台」バス停下車徒歩8分

一般社団法人 巨樹の会

発
行
所
：
一
般
社
団
法
人
 巨
樹
の
会
　
松
戸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
 広
報
誌

Vol.

48

2
0
2
6
　
　
　
　
　
　

Vol.482026
松戸リハビリテーション病院 広報誌

https://matsudo-reha.com/

松戸リハビリテーション病院 検索

病院の詳しい内容は、ホームページでご覧いただけ
ます。ぜひご参照くださいませ。

ホ  ー  ム  ペ  ー  ジ  の  ご  案  内

企画
発行

松戸リハビリテーション病院
広報委員会

松戸リハビリテーション病院　広報誌

2026年10月発行

Vol.482026

千葉県松戸市和名ケ谷1009番地の1
TEL：047-703-1555／ FAX：047-703-1556認定第JC2507号

2P　新人研修／看護部・リハビリテーション科
3P　新入職員歓迎会・心の交流会
4P　防災訓練・夏祭り
5P　屋上園芸活動・季節の食事

6P　むすびプロジェクト・医師コラム
7P　八千代リハ学院オープンキャンパスのお知らせ
8P　スタッフ募集のお知らせ

看護師 薬剤師看護補助者 介護福祉士 社会福祉士 管理栄養士 事務

松戸リハビリテーション病院 私たち松戸リハビリテーション病院は、
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詳細は
下記病院ホームページの
採用ページをご覧ください

応募資格
・各職種の資格・経験者優遇（②未経験者も可）
・多職種とチームで働くことのできる方　
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募集職種 ①看護師②看護補助者③介護福祉士④社会福祉士
⑤薬剤師⑥管理栄養士⑦事務（クラーク・医事課）
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①②③
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②③
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5月に行われた新入職員歓迎会は、温かい雰囲気の
中で、美味しい食事を楽しみながら、普段は関わる機会
の少ない他職種の職員と交流し、同期職員との親睦を
改めて深める良い機会となりました。また、先輩方の温かい
励ましやアドバイスから、この職場で成長していきたい
という気持ちが強まりました。
今回の歓迎会を通じて、職場の一員としての自覚と責任

を改めて感じるとともに、日々の業務に前向きに取り組む
決意を新たにしました。

リハビリテーション科

新入職員歓迎会

心の交流会

新 人 研 修

新入職員を対象に、感染対策委員による感染対策研修
を行いました。今回は、感染対策の基本となるPPE（個人
防護服）の着脱方法について、実技形式で学びました。
手順を一つひとつ確認しながら実践することで、正しい

方法を身につけるとともに、感染対策の大切さを改めて
学ぶ機会となりました。日頃から感染対策を意識して取り
組み、安心して過ごしていただける環境づくりに努めて
まいります。

リハビリテーション科

リハビリテーション科

6月に「心の交流会」として、退院された患者さんとご家族に来院して
いただき、ボッチャ大会とお話会を行いました。ボッチャは年齢や体力に
関係なく楽しめるスポーツで、リハビリの延長としても効果的です。当日
は、笑顔と声援に包まれた和やかな時間となりました。お話会では、退院後
の生活やリハビリについてのお話を伺い、楽しく過ごすことができました。
退院後の患者さんの元気な姿を拝見し、ご家族とともに楽しい時間を
過ごせたことは、職員にとって大きな励みとなりました。これからも、退院
後も安心して地域で生活していただけるよう、患者さんやご家族とのつな
がりを大切にしていきます。

むすび委員会

看護部新入職員を対象に、看護の基礎研修を行いました。
先輩看護師と一緒に患者さんやご家族との関わり方について
考えながら「看護の視点」を学びました。
患者さんが安全・安楽に入院生活を過ごし、前向きな気持ちで

リハビリに取り組めるよう環境を整え、患者さんに寄り添った
看護ができる職員へと成長できるようサポートしていきます。

看護部

看 護 部
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日勤帯における災害発生を想定し、万が一の災害発生時に
も、患者さんの安全を確保し迅速かつ適切に対応できるよう
防災訓練を実施しました。
消防署への通報訓練や避難誘導、職員間の連携確認に加え、

水消火器を使用した消火訓練を行いました。
今回の訓練を通して、日頃から災害への備えを意識すること

の大切さを改めて確認しました。今後も継続的な訓練を通じて、
防災意識の向上と安全な院内体制の整備に努めてまいります。

医事課

防災訓練

夏 祭 り
8月に夏祭りイベントを開催しました。
午前中は、無地の団扇に夏らしい絵柄を貼り付け、患者さん一人ひとりが思い思いのデザインで、個性豊かで素敵

な団扇を作成しました。作成した団扇で早速暑さを和らげるように仰いでいる方もいらっしゃいました。
午後は１階ADL室で縁日を行い、各階デイルームでかき氷や飲料を提供しました。縁日で行ったヨーヨー釣り・

ボウリング・魚釣りは、どれも人気で大いに盛り上がりました。かき氷・飲料も大盛況で、ノンアルコールビールは
昨年に引き続き売り切れるほどでした。
1日を通して、患者さんには様々な催しを楽しんでいただき、夏の季節を感じていただけたのではないかと思い

ます。これからも季節を感じながら楽しんでいただけるようなイベントを企画していきます。
レクリエーション委員会

季節の食事

天ぷらは5種盛りで、キスやエビ、たけのこ
などを使用し、豪華な仕上がりとなりました。
旬の食材であるたけのこを天ぷらにし、季節感
のある食事となりました。デザートには抹茶
ゼリーを使用し、和を感じる組み合わせの良い
メニューとなりました。

◎メニュー
鮭と枝豆のごはん、天ぷら（たけのこ、エビ、
キス、かぼちゃ、大葉）、トマトの酢の物、
すまし汁、抹茶ゼリー（あんこ、ホイップ）

梅しらすご飯、清まし汁、カレイのけんちん
蒸し、胡瓜とみょうがの和え物、ババロア
とぶどうの２層ゼリー

七夕そうめん、天ぷらの盛り合わせ
冬瓜の翡翠あん、フルーツポンチ

患者さんと一緒に夏野菜の園芸活動を行いました。トマトやナス、ピーマンなどの苗を植え、毎日の水やりや成長
の観察を楽しみました。日に日に大きくなる葉や実を見ながら、患者さん同士や職員との会話も自然と弾みました。
土に触れ植物の成長を感じる園芸活動は、季節を身近に感じるだけでなく、気分転換や交流の機会にもなりました。
これからも、患者さんが楽しみながら参加できる活動を取り入れていきたいと思います。  リハビリテーション科

屋上園芸活動

端午の
節句

梅しらすご飯やみょうが等の季節の野菜を取り入
れ、じめじめとした空気を吹き飛ばすさっぱりとし
たメニューとしました。カレイのけんちん蒸しも
優しい味付けに仕上がりました。アジサイをイメ
ージした2層ゼリーは見た目鮮やかに表現でき、
患者様からも特に好評で喜んでいただけました。

そうめんを天の川に見立てて、彩りよく
盛り付けました。副菜には冬瓜を使用、
デザートにはスイカを使用し季節感のある
お膳に仕上がりました。普段あまり提供
されない天ぷらは患者様に大変喜んでい
ただけました。

◎メニュー

紫陽花
御膳

◎メニュー

七夕5月 6月 7月
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医師コラム 「『考える』とは、何か？」
私たちが日常で何かを思い浮かべるとき、脳内では約860億個の神経細胞が織りなす巨大な網を、電気信号が

絶え間なく駆け巡っています。「りんご」のイメージや記憶も1か所にしまわれるのではなく網全体に散らばり、大脳

新皮質にある約150兆個ものシナプス（結びつき）の強さとして刻まれます。考えるたびに、私たちは自分の脳の

配線をその場で編み直しているのです。

一方、AIであるLLM（大規模言語モデル）は、言葉を細かな

単位に刻んで「意味の地図」に置き、文脈から次に来る確率が

最も高い一語を予測します。最前線の巨大モデルは10兆個を

超える重みを持つとも推定され、細胞の数は超えても、結びつき

の数にはまだ届きません。そして、どれほど流暢に語っても、

その対話の最中にAI自身の配線が変わることはありません。

両者を分けるのは、思考の優劣ではなく仕組みの違いです。

考えることそのものが自らを編み直していく人間の「動的な知性」

に対し、AIは完成された広大な地図を瞬時に駆け巡って答えを

導く「静的な知性」。私たちは今、生物とはまったく異なる原理で

考える「もう一つの知性」と出会ったのです。

医師　瀬野

06 07
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新皮質にある約150兆個ものシナプス（結びつき）の強さとして刻まれます。考えるたびに、私たちは自分の脳の

配線をその場で編み直しているのです。

一方、AIであるLLM（大規模言語モデル）は、言葉を細かな

単位に刻んで「意味の地図」に置き、文脈から次に来る確率が

最も高い一語を予測します。最前線の巨大モデルは10兆個を

超える重みを持つとも推定され、細胞の数は超えても、結びつき

の数にはまだ届きません。そして、どれほど流暢に語っても、

その対話の最中にAI自身の配線が変わることはありません。

両者を分けるのは、思考の優劣ではなく仕組みの違いです。

考えることそのものが自らを編み直していく人間の「動的な知性」

に対し、AIは完成された広大な地図を瞬時に駆け巡って答えを

導く「静的な知性」。私たちは今、生物とはまったく異なる原理で

考える「もう一つの知性」と出会ったのです。

医師　瀬野
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